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社会的問題 と しての ごみ問題

　 一
問題 の 多様性 と社会学の 役割 一

小松 　洋

（松山大学）

1．ご み問題 とは何 か

1．1．ごみ問題の発生 と経緯

　まずは じめ に ， 本稿におけ る 「ご み」お よ び 「ご み 問題」の 包括的な定義 をして お こ う。 本

稿 に お い て ご み とは，「所 有者が不 要 と認識 し ， 負の 価 値 を伺 与 し， 所有権 を放棄 した （とみ

な され る）もの 」の ，ごみ問題 を 「ごみ に よ っ て直接 的 ・間接 的に社会に生 じる望 ま しくな い

状況」 と定義する 。 ご み問題に 関する社会科学的な先行研究は後述の ように多数存在する が，

ごみ 問題 の 「問題 」の 部分，す なわ ち，「社 会に生 じる望 まし くな い 状況」 は きわ めて多様性

に富 ん で い る 。 そ うした 多様性は
，

ご み 問題の 歴史的変遷の 中に も看取する こ とが で きる 。

　ご み 問題 が，「新 しい 都 市問題 （高橋，1980 ：124−125）」 として 顕在化 して きた の は ，1960

年代後半か ら70年代 は じめ に か け て で あ る
〔2〕。ご みが 「現状 に おけ る ゴ ミ の 人 Tl処理 能力 や

自然還元力 を圧倒 して大量化 （大型化を含 む）悪 質化 して きた」状 況 （寄本，lg72 ：7g），「激

増 する ご み に施設 の 能力が追 い つ か な い ，施設建設
・確保が ままならない

，
こ の た め

， 最悪 ，

収集 ス ト ッ プ も検討せ ざる をえな い 」事態 （田 凵 ，1999：45）が東京都 区部 な ど で 発生 した の

で あ る。す な わ ち ， 量 の 増 加 と適正処理 困難化 とい う， 現在の ご み 問題に も共通す る 「社会的

に 望ま しくな い 状況」が都市部を中心 に発生 した の で あ る 。 当時 の 状 況を 田凵 は 「第1次 ご み

戦争」 と表現 して い る （田口 ，
1991

，
1999）。

　第 1次 ご み戦争 へ の 対 処 と して は，焼却に よる減量化 と分別 収集や リサ イク ル に よ る排出時

点で の減量化が進 め られ た 。 山本 に よれ ば T 自治体が リサ イク ル に取 り組み始めた の は ， 昭利

40年代の 終わ り頃か らで
， 昭和53年頃か ら飛躍的に増加 して い る 。 そして ，1974年か ら実施さ

れ た沼津市 の 事例 を，「リサ イクル を公 共性 の 高 い 事業 と して 行政 白らが実施 し始め た こ と で

他の 自治体 に大 きな影響 を与 えた」 と評価 して い る （山本，1987 ：39）。

　減量化 へ の 取 り組み や オ イル シ ョ ッ ク に よ る経済の 低迷 に よ っ て ，ご み の 排出量 は微増 を続

け て きた。しか し，1980年代半ば を境に 排 出量 が急増 する よ うに な る。「第2次ご み 戦争」 の 勃

発で あ る （田 口，1999 ：47−49）。 不法投棄や 越境投棄 も横行する ように な る （河
』
北新報報道部 ，

1990）。 第2次 ご み 戦争は 今 日まで 継続 して お り， 全 国規模で の 問題 の 発 生 （田口 ，
1999 ：33），

ダイオ キ シ ン な ど化学物質に よる環境汚染，焼却主義 の 限界 （田 口 ，1998 ：12−16） な どが新

たな問題 と して指摘 されて い る 。 1990年代に入 り 「容器包装 リサ イク ル法」 （1995年成立）や

「家電 リサ イク ル 法」 〔1999年成立）の法制化に よ っ て ，ようや く循環型社会実現が 日指 され る
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よ うに な っ て きた u 今後は ，生産 ・産業 シ ス テ ム に おける再資源化 ・ご み 減景 化へ の取 り組み

が い っ そ う必 要と な っ て くる で あろ う。

1．2．モ ノ の フ ロ ー
と 3種類の ごみ

　 こ の ように ，ご み 問題は年代的に大 きな変遷を見せ て お り，発生 して い る 問題 も多様で ある 。

本稿で は 1960年代後半以降 の 研 究に限定 し，次 の 2点 に 焦．r．
1
：〔を当て て 先行研究 を整理 した い

。

モ ノ が有価物 と して消費され，不要物 と し て廃棄 ・処理 され る過程 で社会的に発生 する （潜在

性が ある 〕問題 が 第 一
の 点 で ある。そ して ，それ ら の 問題 を発生 させ る社会経済的要因が 第二

の 点 で あ る 。当該 ご み 問題 が 消費か ら廃棄 へ の 過程の どの 時点で発生 し て い る の か
， そ の 原 因

は何か
， 関与主 体は誰か を明確に する こ と で

，
ご み 諸 問題 問の 関係が整理 で きる と考え られ る，，

　図 1に モ ノ の フ ロ ー
図を示 した 。 自然生態系か ら採取 され た資源は （ア ）の 「生産 ・産業 シ

ス テ ム 」に よ っ て 製品化され
， 流通 の後 ， 消費される 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　図 1　 モ ノ の フ ロ ー図

廃棄 物
収集運搬 中間処理 最終処分

産 業廃棄物

放 射性 廃棄物 処 理 シ ス テ ム

出典 ：後藤 （1997 ） をもと に，筆 者が 作成 した

　生 産 ・産業 シ ス テ ム か ら排 出 された ご みが 産業 廃棄 物 と して ，「産 業廃棄物処 理 シ ス テ ム 」

に よ っ て 処理 され る 、、 産業廃棄物は事業活動に よ っ て 生 じ る もの の うち ， 燃 えが ら ・汚泥な ど

19種類に わ けられ て お り （廃棄物処理法第2条），排 出者 自ら に 処 理責任がある （同法第3条）。

各事業者は 自ら
， ある い は

， 専門 の 廃棄物処理 業者に委託 し て ご み を処理 する こ とに な る 。 発

生 す る費用は 排出事業者 の 負担 と な る
。

　生活者 に よ っ て 消費 された ご み が不要物 として 「
一

般廃棄物処理 シ ス テ ム 」 に よっ て処理 さ

れる 。 市町村は 自地域内で 発生 した一般廃棄物の処理責任 を負 っ て い る （同法第6条）。 各市町

村は処理 計画 を定め （同法第6条），
一

般廃棄物 の 収 集 と処 理 を実施 して い る 。 費用 は 原 則 と し

134

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Association for Environmental Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assooiation 　for 　Environmental 　Sooiology

研 究動 向

て税金 に よっ てまか なわ れ ，収集する度に住民か ら処理費用 を徴収す る こ とは な い
。 住民は居

住市町村 の ル
ー

ル に 従 っ て ，ご みを分別 し，決め られ た 日時に決め られ た場所 に排出す る こ と

を期待 され る 。住民 が 分別ル
ー

ル を遵守すれ ば，リサ イ ク ル さ れ る資源物が増 え，ご み と して

埋 め 立 て ら れ る 量が減 る こ と に な る。

　廃棄物処理 法の 規定外の ご み と して 「生 産 ・産業シ ス テ ム 」か らは放射性廃棄物 も排 出 され，

処理 さ れ る 。 放射性廃棄物 の 処理 に は高度の技術 が必要 で ，しか も多大な リ ス ク を ともな う。

そ の 処理 を め ぐっ て 誰が リス ク を負担 す る の か とい う問題が生 じて い る。

　以 ドで は，こ れ ら の
一般廃棄物 ， 産業廃棄物，放射性廃 棄物 の 3種類に つ い て

， 先行耕 究 を

紹介する こ と に しよう。

2．究極 の ごみ問題　健康被害の発 生可 能性

2．1．健康被害の 発生可 能性

　ご み の 大 量発生 や不適正 処理 な ど に よ っ て 究極的 にもた ら され る最大の ご み 問題 とは，健康

被害の 発生 で ある と筆者は 考え て い る 。
ご み の 処 理 が 適正 に なされ る 限 り，生活環境 の 悪化は

な い は ずで ある 。 しか し，な ん らか の 事情 で ご み が 適切に 処理 され ない ため に，生活環境が 悪

化 し，そ の 結果 と して健康被害が 発生す る可能性が あ る 。 不法投 棄に よ る 悪 臭や 地 下 水汚染 ，

焼却 に よっ て 発生 す るダ イオ キ シ ン などの 有害化学物 質，医療系や放 射性廃棄物 とい っ た危険

な廃棄物の発生など，健康被害発生 の 原 因 も被害 の 範囲もさまざ まで あ る。水俣病 な ど の 公 害

事例 も，当時 と して は法律で 規定 され て い なか っ た 産業廃棄物の不適正処理 に よ っ て 生 じた健

康被害 と し て捉え る こ とが で きるで あろ う。 さら に ，小松 は，最終処分場 が満杯 と な る こ とで

行政 の 収集 ・
処理 サ ービス が停止 し，未収集 ご み に よ っ て 生活環境が悪 化す る可能性 を も指 摘

して い る （小 松 ，】994 ：393 −394）。

2．2．労働環境 と健康被害

　ご み 処理過程 に おけ る健康被害は，まず作業員に発現する ． さ ら に
， 不適正 処理 に よ っ て 周

辺住民 へ 拡大する こ ともあ る。

　川上 は，
一

般 ご み収集作業や リ サ イ ク ル 事業 に 従 事する労働者 の 労働環境 に お ける問題点 を，

調査結果 もも とに しなが ら論 じ て い る 。 そ して
， 腰痛や 膝痛，作業現場の 騒音，ご み 袋の 重 さ

の 不均質性 に起因する 肉体疲労，分別不徹底 に よ る 作業効率の 低 ドな どを問題 点 と して 指摘 し

て い る （川上 ， 1998：16−19）。

　鈴木は，ア メ リカ海軍航空 母艦 「ミ ッ ドウ ェ イ」の 改修に よ っ て 発生 した 石綿 〔ア ス ベ ス ト）

放置の 問題 を報告 して い る 。 問題 の 発端は改修工事 を請け負 っ た業者が，改修で 発生 した石綿

を含む廃棄物を横須賀市内に放置 した もの で あっ た 。 鈴木は r 石綿 に何の 規制 もかけ て い ない

廃棄物処理 法，処理行政 の ず さん さ と，沖縄で の 同様な⊥ 事で は廃棄物処理 の 基準 を決め て い

た在 ロ ア メ リカ 軍 の 対応，お よ び ア メ リ カ軍に対す る監督指導を して こ なか っ た 囗本国政 府の
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対応を批判 して い る。また，ベ トナ ム 戦争や 朝鮮戦争当時の 下請 け作業員は 「石綿作業の さ い

は 「手拭 い の マ ス ク や ガ ーゼ マ ス ク』 と い っ た身震い の する ような恰好で従事 して い た」 と労

働環境の貧困さ も指摘 して い る （鈴木，1987 ：67−69）。

　川上 の 事例 は ご み収集過程 に お い て 作業員に生 じる健康被害の 可能性を指摘する もの で あ

る 。 鈴木の事例は
， 改修作業時 （産業廃棄物発生 時点）お よび町中へ の 放置 と い うず さ ん な処

理 （収集処埋過程時）に よっ て ，作業員 の み な らず周辺住民へ の 健康被害が発 生す る とい う二

重 の 危険性を指摘する もの とい えよ う。

2．3．危険なごみの処理 に伴 う健康被害

　処理段階で特 に危険な廃棄物 と して ，医療廃棄物 と放射性廃棄物が挙げ られ る、t 医療廃棄物

を田 中 は ，「病院 ・診療所 ・保健所 ・登録衛生検査所 ・医療関係研究所 ・医療関係教育機関 ・

動物病院等よ り排出され る廃棄物で，事業系
一

般廃棄物 を含む各種廃棄物」 として 定義 して い

る qH中 ，
1989 ：46）。医療廃棄物は 般 廃棄物ある い は 産業廃棄物 と して 処理 され る 。 処 理

の 方法 とし て は，「白家処理」「委託処理」「自治体に よる処 理」の 組み合わせ に よ る （田中，

1995 ：38）が ，適切に 処理 されな けれ ば，収集作 業員 や 清掃 L場の 職員が 注射針な どに よ っ て

負傷 し，肝炎や エ イズなどに感染す る とい う事態 も発 生 しうる （田中 ，
1989）。発生可 能性 の

ある 問題 は ，怪我 の 他 に ，「悪臭等の 公害発生」「病原菌な どによる 二 次感染」 な どが挙 げられ

て い る （凵」中，1995 ：36）リ

　ス リ ー
マ イル 島やチ ェ ル ノ ブ イ リ の 事故 ，

わ が 国 に お い て も，原
．
壬力船 「む つ 」の放射能漏

れ か らJCO 東海事業所に お け る 臨界被爆事故 まで ，原子力関連施設に お い て 事故が相次 い で発

生 して い る 。 原子力関連施設 は 放射能汚染 に よる被害や 地域 の 生 態系破壊や大量 被爆に よる人

的被害 な ど
，

リ ス ク の きわ め て 大 きい も の で ある 。 主 と して原子力発電所か ら 1」常的に発生す

る放射性 廃棄物 は こ の ような危険性を常 に は ら ん で い る とい えるだ ろ う。 こ の放射性廃棄物の

うち低 レ ベ ル放射性廃棄物 の 処理 方法 と して ，1970年代半 ばに は 陸地処分 の み な らず海洋投棄

も計画 され て い た 。 中島は，1972年に採択さ れ ，1975年か ら発効 した 「廃棄物投棄に よ る 海洋

汚染防止 に関す る条約」で 海洋投棄が禁止され た高 レベ ル 放射性廃棄物の 1
一
高 レ ベ ル 」の 基準

値の 問題 点 を指摘 して い る。そ して ，「基準 とい うもの は と もす る と，こ こ ま で は投棄 して 良

い とい うこ とにな り易い こ とを考え る と
，

こ の 基準で は α 放射性核種 の 海洋投棄を奨励する こ

と に な りか ねな い 」 と批判 して い る （中島，1977 ：35 ；傍点は本稿筆者に よ る）。 永井は ，放

射性廃棄物が海洋投棄 された場合の 安全性評価モ デ ル が不確実で ある と し，不確実性 の 除去や

安全性 の 優先を主張 して い る （永井，1981 ：8）。また，猿橋は，事業所か ら海底 ま で の諸段 階

か ら構成 され る 〔海洋投棄）シ ス テ ム が ト全 で は な く，
シ ス テ ム の 各段階における課題 を解決

す る こ とが先決で ある と，当時の シ ス テ ム を 批判 して い る （猿橋，1981：20−21）。

一
方 ， 横 山

は
，

日本政府が 計画 し て い た 大串洋諸島へ の 核廃棄物 の 海洋投棄計 画が住民の 反対運動に よ っ

て 延期 され た事例 を紹介 して い る （横山 ，
1981 ：22−25）。

　なお ， 日本政府は
，
II召和 59 （1984）年版 『原子力白書』 ま で は，試験的海洋処分予定地域の

地図 を掲載 して きた 、，しか し，昭和60 （1985）年版 f環境 白書』以降は 地 図 の 掲載 をやめ ，海
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洋処分に つ い て は 「我が国は関係国 の 懸念 を無視 して 強行 は しな い との 方針 を明 らか に して い

る 」 と述べ て い る 〔原子力委員会，1985 ：90）。そ の 後の 『原子力 白書』に お い て も海洋処分

の 可 能性を示唆 して きた。しか し，1993年4月 に ロ シ ア 政府が，長 年に わ たる旧 ソ 連お よ び ロ

シ ア 政 府 に よ る 日本海等 へ の 放射性廃棄物投棄の事実を公表す る と，日本政府は投棄 の 即時中

止 を ロ シ ア 政府 に 求め
， 環境 へ の 影響を調査する に い た る （原子 力委員会 ，

1993 ：7S−76）。 同

年版 の 『原子力白書』以 降に は ，低 レ ベ ル 放射性廃棄物 の 海洋処分を示唆する記述 は み られ な

い o

　現在，放射性廃棄物 の 保管施設 も含む核燃料サ イク ル 施設 は青森県六 ヶ所村に建設されて い

る 。 般橋 は，六 ヶ 所村が
， 東京か らみ た 「周辺部」で ある 青森県の 中で も 「周辺部」に 位置 し

て い る とい う意味で ，二 重 の 意味 で の 中心部 ／周 辺部 関係 にお い て，「周辺 部 の 周 辺部」 とい

う位置 に置か れ て い る と指摘 して い る （般僑，1998 ：95｝。 国土 開発計画の 流れ の 中で ，六 ク
．

所村が 同施設 を受け入れ ざる を得なくなる状況や建設 反対運動など の 経緯 に つ い て は長谷川が

整 理 して い る （長 谷川，1998）。また，高木 は航 空機事故な ど に よ る 同施設 か ら の 放射能漏れ

の 危険性 を指摘 し て い る （高木 ，
1991 ：149−150）。 陸地で の 処理 に 関 し て も

， 現在世代 の み な

らず，次世代以 降へ 大 い なる負の 遺 産 と して ，被害 の 発 生 リス クが転嫁 される こ と と なる の で

ある 。

2．4．処理施設をめ ぐる健康被害の可能性

　
一

般廃棄物 ， 産業廃棄物の 処理過程で も，周辺住民に様 々 な影響を及 ぼ し て い る 。 まず，焼

却 に ともな う問題 である 。 ご み は 焼却 に よ っ て 減容化で きる の で ，
一般廃棄物 ・産業廃棄物 と

も に焼却処理 が
一

般的に行われ きた 。 しか し，焼却時に 生 じる ダイオキ シ ン な ど の有害化学物

質の発生が問題視 され て きて い る （田口 ，
1998

，
1999 な ど）。田［ は ，所沢市 ， 能勢町 ， 新利

根 町 に お ける中間処理 施設 に よる ダ イオキ シ ン 発生 の 事例 を紹 介 して い る。田 凵 はまた，最終

処分場か らの ダイ オキ シ ン 発生 の 危険性 も示唆 して い る （田 口，1999 ：89−91）。

　最終処分場か らは ダ イオ キ シ ン だけで は な く， 他 の 有害化学物質 の 地下水へ の 浸透や悪臭に

よ る 生活環境 の 悪化 に よ っ て健康被 害が発生 す る こ と が懸念 され る 。最 終処分 場 に敷設 して あ

る 防水 シ ートが 経年劣化に よ っ て 破れ た り，
悪質な業者の 不法投棄に よ っ て周辺環境が汚染 さ

れ た りする の で あ る 。 ア メ リカ で は ，運河跡地 に埋 め立 て られ て きた21，000 トン の 有害物質が

大雨 と雪解け水 に よっ て 流出 し，周辺環境を悪化させ る 事態が 1978年 に発生 し た 。 ラ ブ キ ャ ナ

ル 事件で ある ゆ
。 流 出物質に発ガ ン 性が認め られ た の で

， 周辺住民 239家族が 当該地域か らの

立 ち退 きを余儀 な くされ た （秋 山，1981：39−40）。 日本で も，日の 出町 （東京都）の 廃棄物処

分場で ゴ ム シ
ー

トが破損 し，井戸水 を汚染 した り （半円 ，1993 ；田 島，1995 など），長野県の

産業廃棄物安定型最終処分場か ら
， 出る はずの な い 排水が認め られ ，しか も重金属 な ど の 有害

物質が排水か ら検出 され た と指摘 され て い る （関 口 ，1996 ：51−74）。 礒野 は，届 け出だけで 許

可の い らない 「ミニ 処分場」乱立 の 問題 を指摘 して い る （礒野 ，1997 ：32−33）。

　こ の よ うに 焼却施設 ，処分場 をめ ぐっ て は ，様 々 な危険性 が懸念 され る た め
，

そ の建設 が 思

うよう に 進 まず
i1411
，越境処琿 と い う問題 が派生 的に 生 じ て い る

ゆ
。 汀 北新報報道部 は

， 千

137

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Association for Environmental Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assooiation 　for 　Environmental 　Sooiology

小 松 ：社会 的問 題 と して の ごみ 問 題

葉 ・埼玉 な ど首都 圏の
一

般廃棄物が 域外処理 され，中に は東北地方の 青森県まで 持ち込 まれ て

処分 され て い る例 を紹介 し て い る。また，首都圏の 産業廃棄物が宮城県 ・山形県 ・青森県に運

ば れ て 処分 され て い る とも報 じて い る （河北新 報報道部，1990 ：2−69）。 首都圏 の 産業廃棄物

は 長野県 に も持 ち込 まれ
， 不法投棄さ れ て い る （関口 ，

1996 ；鵜飼 ，
1997）。 関口 は ま た

， 首

都 圏の ご み を埋 め 立 て る ため の 最終処分場を，周辺住民の 意向を無視 して 長野県内に建設 しよ

うとする 一部業者 と行政 の態度を批 判 して い る 〔関口 ， 1996：94−114）。

　処分場以外へ の 不法投棄 もまた ，周辺 環境の 悪化に よる周辺住民の健康被害発生原因とな り

うる 。 村田 は，1989 年に福島県で 発覚 した 産業廃棄物の 不法投棄事件 を背景 として ，最終処分

場 立地 難 の 問題 や新たに問題視 され て きた 医療系や先端産業山来 の 廃棄物 の 発 生 を指摘 して い

る 〔村 田，1990 ：6−7）。 藤野は産業廃棄物処理 の 事業者責任 を論 じる 中で ，「事業者の 廃棄物

処理 に対する責任意識 の 醸成が必要 で ある」 と指摘 して い る （藤野 ，1978 ：7）。

　処理 施設を め ぐっ て 生 じ る健康被害 （の 可能性 ）の 背後に あ る 問 題状況 と し て は
， 不 法投

棄 ・
不適正 処理 もさ る こ と なが ら，ご み の 大 景発 生地域 で あ る 大都 市部 と受け皿 と され て しま

う地方 との 地域格差 ・地域差別 の 構造が存在 して い る とい えよ う。 飯島らは地方自治休 の 廃棄

物行政担当者調査 を通 して
， 自治休に よ る　般 廃棄物問題

・産業廃棄物問題 へ の 対
1
応の 遅 滞，

越境処理 をめ ぐる 地域格差の 閊題 な ど を論 じて い る （飯島 ， 1997；堀 畑 ， 1997 ；柏谷 ， 1997；

寺 田，1997；鵜飼 ，1997 ；藤川，1997）e

3．ごみ間 題発生 の社会 経済的要因

　前節で は
， 究極的に健康被 害を発生 させ うる 要因 として の ご み 問題 を整理 して きた。本節で

は ，それ らの ご み問題 を発生 させ る社 会経済的要因を検討す る 。

　寄本は
， 大量生 産 ・大量消費 ・大量廃棄 を もた らす資本 の 論理 に 立脚する 生産の メ カ ニ ズ ム

と，技術 的あ る い は コ ス ト的 に資源 化が難 しい 廃物資源化 メ カ ニ ズ ム が ご み 戦争の 原 因 で あ る

と指摘 し て い る （寄本 ，
1972 ：79−82）。 柴出 は

，
ご み 問題 を都 ilゴに お け る 大気汚染や 水質汚濁

に次 ぐ 「第三 の 公 害」 と位置 づ け ， 家庭か ら 排 出 され る ご み の 増加 と多様化 （プ ラ ス チ ッ ク製

品の 急増 な ど），産業廃棄物 の 増大，都市斃棄物 U・’水処理汚泥，工場排水 な ど）の 発生が そ

の背景 と論 じて い る （柴田，1979 ：6−9）。

　行政 の 問題 点 として は
， 公共事業推進や優遇税制に よ っ て ご み増大 に寄与 して きた一方で

，

ご み 処理対策は不
一．
卜分 とい う国策上 の 問題 点 （寄本，1972 ：82−84＞，中間処理 施設で焼却 ・減

容す る 「焼却主義」が，ダ イ オ キ シ ン 問題の 原因で ある との指摘 （】．1［口 ，
1999 ：68）， 自治体

の職員不足の 問題 〔四阿，1989 ：55−57＞などが論 じられ て い る 。

　熊本は
，

1991年 に改 E され た廃棄物処理法で は，最終処分場が汚染源に な っ て い る こ とそ の

もの に つ い て は，ほ とんど対策が講 じられ て い な い ，と法制度上 の 不備を批判 し て い る （熊本，

1995 ：43）o

　具体的 な対 策 と して
， 例 えば柴田 は

， 循環 シ ス テ ム の 形成 ， 汚染者負担原則の 適用，法的 ・
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行政的規制の 適用，市民の 理解 と協力，都市構造 の 改造 に よ る 収集効率の 増強な どを挙げた後，

「まず廃 棄 を考え ， 廃棄物 を円滑 に 処理 で きる よ うに ，廃棄物 の 量 を減 ら し処理 しやす い 質の

もの に す る よう に，生産 ・流 通 ・消費をコ ン トロ ール して い く考え に 立 脚 しなけれ ばな らな い 」

（柴田，1979 ：10−11）と指摘 して い る 。

　そ の 他 の 聞題 につ い て は次節で リサ イク ル制度の 問題点 として 紹介する 。

4．ごみ問題 へ の対策

　本節 で は ご み 問題 へ の 対処 に 関 して
，

リ サ イ ク ル 社会 ・循環型社会実 現 へ の 可能性 を論 じた

もの 鮒 と，
一

般廃棄物の 減量化 の 冂」
．
能性 を地 域社 会レ ベ ル お よ び個人 レベ ル で論 じた もの に

わけて 紹介す る 。

4．1．リサ イクル ・シス テ ム の 可能性

　リ サ イ ク ル は図 1の ，生 活 ・消 費活動 に よ る 分別 ，ご み 処理 シ ス テ ム に よ る 再生利用 を経て

生産 ・産業シ ス テ ム まで 環流す る輪が 完結 し，さ らに 「適度」 な量 の 資源化 口∫能物が供給さ れ

な けれ ば十全 に機能 しな い 。まず，牛産者の責任 を論 じた もの をみ て み よう。

　植田 は，生産 過程 で の 問題 点
t7）

と して ，分 解 しに くい 冷蔵庫の よ うな適正処理困難物の発

生を指摘 し， 事業者が リサ イ ク ル を考慮 した製品設 E［を実施 す る よ うなイ ン セ ン テ ィ ブ お よ び

再資源化技術 の 開発 の 必要性 を指摘 して い る （植田 ， 1981 ：5−6），，田 口 は，多くの 自治体が ，

ご み の発生 と くに 生 産 ・流通 ・販売 に メ ス を入 れずに ，技術主義的 ・施設依存的対応 を とっ て

い る と批 判 して い る 。 そ し て
，

ご み の 発生 源 （生 産 ・流通 ・販 売 ・消費）に 遡 及 して 解決策 を

さ ぐる必要性 を指摘 して い る （田 囗 ，
1991 ：39）、，田 凵 は また， ドイ ツ の 「廃棄物 の 囲避 及 び

管理 に関する法律」を紹介 し，同法の 視点が，発生源 （生 産
・
販売 ・輸入）で の 廃棄物 「回避 」

を基本 に ， 補 完的 に発生 以降に お ける 「再使用」 「再生利用」 の 視点 を導入 して い る 点に ある

と評価 して い る （田 口 ，1997 ：42）。

　1990年代に は ，循環型社会を 目指 した法案が検討 される よ うにな る 。 寄本 は 当時 ， 通産省を

中心 に提 案 され て い た 「リサ イ ク ル 法案」 の 問題点 を論 じる中で ，「製 品が消 費者の手にわ た

る 以前の 段階に お い て ，再利用 しやす い 製 品，ある い は適正処理 し や すい 製品をつ くる ように，

最大限の 努力をする こ とで ある」 と述 べ て い る （寄本，1991 ：9）。そ の 後，生産者 の リサ イ ク

ル へ の 責任 を義務づ け た 「容器包装 リサ イ ク ル法」が 1997年4 月よ り本格実施 された 。 しか し，

地方 自治体の 費用負担が増 大す る な ど の 問題点が指摘 され て い る 〔永井 ，
1997 ；田 口 ，1999 ；

熊 本 ，
1999 ）。 例 えば

，
ペ ッ トボ トル は 同法に よ っ て 白治体の 分別回収が規定され て い るが ，

永井に よれば，大量 に市場 に出回っ て い る ペ ッ トボ トル の 回収 コ ス トは 他 の 資源 ご み の 回収 ・

運搬 コ ス トを大 III鬲に 巳回 り， 自治体の コ ス ト負担 を増や す こ とに なる の で あ る （永井，1997 ：

26）。

　浅野他は，現行の 廃棄物 ・リ サ イ ク ル シ ス テ ム が抱 え て い る問題 をふ まえて ， 「廃 棄物 ・リ
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サ イク ル が 体 とな っ た健全 な物質循環を促進する 総合法制枠組み」 を提案 して い る。同枠組

み の 理 念は 「モ ノ の 循環 の 輪か ら は ずれ て 環境へ 排 出 され る もの が最小 化 され る こ と」「モ ノ

の 循環 全体に わた り適切 な環境保全 の 対策が 講 じ ら れ る こ と」「モ ノ の 循環 の 上 流 で ある 生産，

販売段階で の対応 を徹底す る こ と」の 3点で あ る （浅野他 ，1998 ：55−62）。

　資源化可能物が 供給 過剰 に な る と リサ イク ル の 輪が 途絶え て しまう。 例えば 1990年代半ば に

は古紙が集 ま りす ぎた ため に
， 古紙価格が 暴落 し， 特 に 民 間 の 古紙 回収業者に は 廃業を余儀 な

くされた もの もある 。 こ の よ うな ， 供給が需 要 を上 回 る状況 に対 して ，寄本は供給の 抑制で は

な く再 生資源 の 需要 を増やす こ と とリサ イク ル ・コ ス トの 負担の あ り方 を模索する こ とに よ っ

て 問題解決を図る べ きで ある と主張 して い る 。 そ して ，需要拡大 の た め に は，再 生品を普及 さ

せ る こ と，生産者サ イ ドで 再生 資源の利用促進 をはか る こ と，再生資源 の 質を向上 させ る こ と

の 3点 を公共政策 と して 実施する こ とが 必要で ある と指摘 して い る。また，コ ス ト問題 へ の 対

応 と し て ， トータ ル な コ ス ト
・
ア プ ロ

ー
チ

C
’
8」

の 促進 ，経済的支援 の た め の 財源確保 （有料化 ，

課徴金導入，改 良理 デ ポジ ッ ト方式
〔91i

の 導入 な ど）を提案 し て い る 〔寄本，1994 ：10−12）。

4．2．ご み 減量化へ の 構造的要 因 の 検討

　 リサ イ クル を進め，減量化を促進する た め に は
， 分別ル ール の よ うな ， 排 出者個 人 の 外部に

存在する構造的要因と
， 意識や態度 とい っ た個 人内的 要因 の 両 方に つ い て 検討する必要が ある 。

構造 的要 因に着 1−iした もの と して ，谷 riの研究が ある ，，

　谷 口 は，目黒 区 ・与野 市 ・シ ア トル 市 （ア メ リ カ ）の 3自治体 を対象に調査 をお こ な い ，日

米の リ サ イ ク ル シ ス テ ム におけ る包括性 の 差 異や有料化 政策が 人 々 の 分別行動 に及ぼす影響を

検討 した 。 日本 の 調査地点で は，資源化可能物の 収集は行政主体の もの や市民団休主体の もの

が あ り，多元 的 で ある 。 　
一
方，シ ア トル で は行政が包括的に収集 して い る。そ して ，シス テ ム

の 包括性 の高 い シ ア トル の 方 が，目黒 区や与野市 よ りも住民の リ サ イ ク ル 参加率が 高 い とい う

結果が得 られた。谷 口 は結論 と して，「地域 に お ける リ サ イ ク ル の 効率向 ヒを考えた 場合 に は，

多元的 シ ス テ ム に お ける シ ス テ ム 問 の 協力や統合 と い っ た 課題が 現実 に 重 要 に な る だ ろ う」 と

指摘 して い る （谷口 ，1996 ：115−120）。

　谷口 の 知見か らは，消費者に よ る リサ イ ク ル率 を高め る た め に は
，

わ か りやす く単純 な シ ス

テ ム の 構築が 必 要 で あ る こ と が示唆 され る
。 DerksenとGartreUに よ る，カ ナ ダで の 調査で も，

分別容器や排出場所 ・時間が指定され て い る 「構造化 され た リサ イ ク ル プ ロ グ ラ ム」 （astruc −

tured 　recycling 　program ）がある と
， 人 々 の リサ イクル 参加 率が高 まる こ とが明 らかに され て い

る （Derksen＆ Gartrell， 1993：439）。 小松 は，市町村が分別ル ール を規定 して い る こ とが消費

者の 分別 コ ス トを軽減 して い る 可 能性を提示 して い る 〔小松，2000 ：234 ）。 石垣 は大宮市の ご

み収集 ル
ー

ル 変更 に と もな う政策実施過程 を調脊 し，地域住民へ の 政策の 浸透 に ，自治会が 重

要な役割を果た した こ とを指摘 して い る （石垣， ［999 ：192）。

4．3．ごみ 減 量化 へ の 個人的要因の 検討

　仙 台市 に お い て
，

ご み 問題 へ の 対 処行動 を中心 と す る意識 ・実態調 査 を実施 した の が ， 阿
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部 ・中野 らであ る。彼 らは無作為抽出 に よっ て 世帯 を選び，各世帯の 家事担当者 に同答 を求め

て い る 。 阿部他 で は，家庭 ごみ お よび粗大ごみ の有料化 へ の賛否を規定する要因を，パ ス 解析

に よ っ て探 っ て い る 。 ご み 滅量化へ の 対処行動 に対する 協力の nJ
．
能性 と他者行動の 認知，費用

負担 に関す る不 公平 感，政治的有効性感覚 の 各変数の 規定関係は，「他の 入 々 が対処行動 を実

行 して い な い と認知 して い る こ と，そ して対処行動 に協力 可能だ と思 っ て い る こ とが ，そ れぞ

れ ，従量制 を公平 と考える こ とに つ なが っ て い る。また
， 従量制を公平 と考え る こ とが，現在

の 費用負担に 対する 不公 平感や ，有料化へ の 賛成 に結び つ い て い る」 （阿部他 ，1995：122）と

して い る 。 中野他 で は
， 過剰 包装拒否 ， 使捨商品不 買 ， 資源 回収協力 ，

コ ン ポ ス ト容器利用 の

4 つ の ご み 減量 行動 に つ い て ，ル
ー

ル 遵守 の 規 範意識，行為 の コ ス ト意識 ，ご み 問題 へ の 心配

度の 3つ の 要因が どの よ うな構造を もっ て 行動 を規定 しうる か を検討 して い る 。 判別分析 に よ

っ て ，規範意識 が強 く影響 して い る こ とが ， また ， POSA （Partial　Order　Scalogram　Analysis）に

よっ て ，3要因の構造が行動 ご とに 異なる こ とを明らか に した 。 すなわ ち，「使捨商品不買 と コ

ン ポ ス ト容器 は ，コ ス ト感 と 心配度が改善 されな い と，規範意識が高 まりに くく　（中略），資

源回収 協力は，コ ス ト感が高か っ た り，心 配度が低か っ た りして も，規 範意識 は高 くな りうる」

の で ある （中野他， ［996 ：123）
〔［O！，

。

　青柳 は 日本全 国の 20歳 以上 の 既 婚女性 を母集団 と して 環境問題 へ の 意識 を調査 した 。無作為

抽出 に よ っ て 選ば れ た 対象者5，000 世帯の うち
， 本人 また は家族が 「ご み 問題 」に 関す る環境

保全活動 に積極的に参加 して い る660余世帯 を中心 に分析 を行 っ た 。 知見 と して 「世帯年収が

高 い こ と，主婦の 学歴 が比 較的高い うえ に就業 して い な い こ と，子ど もが い る こ と」が ご み 問

題 に関する グル ープへ の 参加率が高い 理 ［hと して 挙げられ た （青柳 ，
1gg5：157）。

5．今後の 課題 ：ごみ問題 に社会学が取 り組むべ き課題は 多い

　本稿で は こ れ まで
，

ごみ 問題の 問題性が多様で あ る こ とを指摘 し，究極的 に 発生 しうる ご み

問題 を健康被害 と して ，背後 の 問題構造 を整理 して きた。そ して ，リ サ イ ク ル 社会 ・循環型社

会構築の 可能性 に つ い て論 じた文献，ご み減量行動 の 構造的要 因 ・個 人 的要因 に つ い て検討 し

た論文 を紹介 して きた 。 以上 の 整理 をふ まえ て ，今後，ご み 問題 に対 して 社会学が取 り組むべ

き課題 を論 じる こ とと した い c

5．1．有効 な分析枠組み

　ご み に と もな っ て 生 じ る 健 康被害 （の 呵
．
能性 ）を扱 う場 含に は

， 受益圏 ・受苦鬮論 （梶 田，

1979）お よび飯島の被害構造論 〔飯島，1979，1993など）が有効で あ ろ う
／11］1

。

　特に ， 越境処理 に ともなう問題 につ い て は
， 越境先の 生活環境の 悪化は周辺住民だけに及 ぼ

され る もの で ，都市住 民には ま っ た く関係 な い 。こ の 点 で は被害者 と加害者が （地域 的 に ）完

全 に分離 した構造を も っ て い る の で ある （小松，2000 ：230）。 放射性廃棄物処理問題で は
， 原

子 力発電 に よ る 電力を享受する都 rl∫住民 と
， 処理施設 を受け入 れ ざる を得な い 地域住民 との 地
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域 的分 離 だけ で は な く，
さ ら に

， 現在 世代 （受益鬮） と将来 匱代 〔受苦圏）が 時間的に 分離 し

うる と い う問題 も は らん で い る 。

　健康被害は
， 収集 ・処理過程の 現場 ， 処理施設 の 周辺 ， 不 法投棄の現場で発生 しうる 。 そ の

原 囚 と して は，劣悪 な作業環境，処理 施設 の 不備，不法投棄 に よる有害物質の 不適正処理が指

摘 された 。 被害を受ける の は ごみ 処理 シ ス テ ム の 作業従事者 と施設周辺住民お よび不法投棄周

辺住民 で ある 。 石綿廃 棄物 の 事例 や越 境処埋 の 事例 でみ た ように，被 害者 は い わ ゆる社 会的弱

者で あ り，ご み 問題 に とどま らず，1
一
公 害 ・労働災害 ・薬害 （飯島，1979）−1と同様の被害構造

をもっ て い る とい えよ う。

　 さ て ，本稿冒頭で 図1を提示 し，モ ノ の 流 れ を中心 と して ご み閊題 の 諸 相 を概 観 して きた。

こ こ で行為主体 の 行為 の 及ぶ 範囲と制約に つ い て 指摘 した い 。モ ノが フ ロ ー図を流れ て い く過

程 で さまざまな行為主体が 関与 す る。生産 ・産 業 シ ス テ ム で は 資源採取 業者，製造業者，流通

業者が 関与す る 。 生 活 ・消費活動で は消費者が
，

ご み処理 シ ス テ ム で は ご み 処理 業者 と行政

（国 レ ベ ル か ら市町村 まで ）が 関与 して くる 。 生産 ・産業シ ス テ ム の 監督指導 に も行政 が 関与

す る し，消費者 （市町村民） に対 して は 市町村が 「啓発 」活動 をお こ な う。 そ して そ れぞれ の

行為 t 体 はそれぞれ の 制約条件 に縛 られ て 活動 を し て い る 。 例えば，市町村は 「自地域内処理

原 則」がある が た め に ， 原則 と して一
般 廃棄物 を域外処 理する こ と は で きな い

。 消費者は 居 住

地域の 分 別 ル
ー

ル に 従 わ なければ な らな い し，事業者は産業廃棄物 を 自ら適 切 に 処 理 しなけれ

ば な らな い
。 本稿で紹介 して きた ように ，こ れ らの 制約はすで に原則 にす ぎな くな っ て い る が，

こ れ ら の 制約が ある が故 に，各行為主体は ご み 問題 を全体的な視点か ら認識 しに くくな っ て い

る の で はな い だろ うか。す な わち，ル
ー

ル に則 して 分別 した り （消 費者 ），産業廃棄物 は処 理

業者に委託 して しまえばそれ で ごみ の 行方に は無関心で あ り，各自が排出 した ご み の 環境へ の

影響を意識 しな くて もよ い の で ある。モ ノ の 流れ は フ ロ
ー

図 として 連続 して い る が ，各行為主

体 の 意識 は当該行為主体 の 近辺 まで しか及ん で い な い と考え られ る の で あ る 。 小松は
， 自地域

の
一
般廃棄物最 終処分場 の 残存容量 が 地域住 民 に と っ て わ か りに く くな っ て い る点 を 「情報 の

断絶」 の 問題 と指摘 して い る （小松，2000 ：231−233）。

　行為 t 体 の 制約条件は従来の ご み 問題 の 研究で は 十分に考慮 さ れ て い な い
。 生産 ・産業シ ス

テ ム か ら ご み処理 シ ス テ ム まで の 全過程 を念頭 に 置 い た
，

マ ク ロ レベ ル の ご み抑制 ・減量 ・資

源化 シス テ ム 構築は必要で あ るが ，各行為主体の 制 約条件 を も考慮に い れる必 要性が あ る とい

え よ う。 そ して
， その 際に は飯 島たちの 「地域環境主義」 （飯島，］997 ：i75）は有効な視座 を

与える と考えられ る 。

5．2，取 り組むべ き課題

　ご み 問題 は多様で しか も手が つ け られ て い な い 部 分が多い 。取 り組 むべ き課題 は多 い が，特

に次 の 4点を指摘 して お きた い
。 まず第

一
に放射性廃棄物の 処理 に つ い て で ある 。 1980年代 の

海洋投棄問題 が終息 して 以 来，ご み問題 と して の 放射性廃棄物問題が十分に取 り上げられ て い

な い と思 わ れ る 。 放射能に よ る健康被害は被爆者個人 に障害や 死 として もた らされ るだけ で な

く，世代 を越 えて ま た 地域的 な広が りを もっ て もた ら さ れ る もの で ある 。
こ の 放射性廃棄物が ，
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口本 に お け る 「周辺部の 周辺部」 （舩橋 ，
1998 ：95） に転嫁 され よ うと して い る 。 そ して ，事

故 な どに よる放射能漏れ の危険性 も看過 で きな い もの で ある （高木，1991 ：149−150）。 まず は ，

放射性廃棄物に 関わ る 問題 とは何か，整理が必要 で ある 。

　第二 の 点は，公平な費用負担 をめ ぐる問題 である 。 リサ イ クル シ ス テ ム を構築 し，い わ ゆる

循環型社会に社会 を変革 して い くため の コ ス トを誰が どの ように負担す るか に つ い て の議論が

必要であろ う。現行の 「生産 ・産業」「ごみ 処理 」シ ス テ ム で は Tl 環境 に配慮」 した商品の 開

発 コ ス トは価格 に転嫁 され ，ご み処 理 コ ス トは 税金 と して 徴収 され ，生活者 ・消費者 の 負担増

を招 い て い る 。 寄本 （1994）の 提案 （4．1．参照）が実効性を もつ ため に は何が社会的 に 必要か，

消費者だ け で は な く，事業者 ・行政 が直面して い る 制約 もふ まえ た議論が 求め られ て い る 。 そ

の た め に は
，

生産 ・産業 シ ス テ ム の 担 い 手で あ る事業 者 を対 象と した調査研究が不可 欠と な ろ

b，、モ ノ の フ ロ ー
図 の E流で 生産に 携わ っ て い る だけで は な く，産業廃棄物の 排出者で もあ る

事業者が現在，ど の よ うな状況 に お か れ て い る の か ，十分 に調査 され て い る と は い い が た い 。

ゼ ロ ・エ ミ ッ シ ョ ン の 成功事例 （二 橋，1998 など） も重要で ある が ，失敗事例か ら得 られ る こ

と も多い と 思われ る 。 また ， ISO14000シ リ
ーズ の 認証取得が ブ

ーム とな っ て い るが ， 取得で き

る企 業とで きな い 企 業，継続が難 しい 企業 との 差違 は何か ，国際規 格 の 制度化 に と もなう弊害

はない か など，検討課題で ある 。 同様に ，行政組織が直面 して い る問題や制約条件に つ い て の

調査研 究 も必 要 で ある。

　 第三 の 点は ，個 人 的要因 を検 討す る際 に ，対象者の 範囲を拡大 す る こ と で あ る。阿 部他

（1995），中野他 （1996）が 調査対象 と して い た の は当該世帯 の 主 た る家事担当者で あ る 。
ご み

の 減量
・資源化行動 に は 家事担当者が キ と して 担 う 「ル

ー
ル に則 し た行動」 の 他に ，フ リ ー

マ

ーケ ッ トへ の参加 な ど 「自発的な行動」が あ る （小松，200Q ：234−235）。自発的行動 の 担 い 手

は 家事参加 者に 限 ら な い し
， 青柳 （1995）の よ うに成人 女性 だけ と は 限 ら な い

。
ル
ー

ル が 明示

され て い な い 自発 的な ご み減量行動 を促進 す る 要因 を検討 す る 際 に は ，例 えば，中学生以．Lの

男女を調査の 対象者 と して 想定する必要がある だ ろ う。

　 最後に，取 り組 もうと して い る問題が ご み 問題 の ど の側面 を扱 っ て い る の か を確認する こ と

の 必要 「生を再度指摘 して お きた い
。 本稿で は，モ ノ の 流 れ図を提示 し，当該問題が どの 過程 に

お い て ，い か なる 当事者に よ っ て ，何 をめ ぐっ て 生 じて い る問題 か，ある い はまた モ ノ の 流 れ

を阻害する制度 上
・シ ス テ ム 上 の 問題 は何 かを論 じるべ きで ある こ とを指摘 した 。 そ して ，健

康被害 を究極の ご み問題 と して 位 置づ け，健康被 害を生 み出す要 因お よびそ の 背後に潜む問題

構造に つ い て整理 し て きた。社会学系の研究に 限らず，ごみ 問題の 研究に は，何 をごみ 問題 と

して措定 して い る か不 明瞭 な もの が多い 。ご み問題 の 問題構造 の 研 究をすすめ た り，ご み 減量

化 ・循環型杜 会実現 の 可能性 を今後検討 して行 くに 当 た っ て ，学 際的 な研 究 はます ます不可 欠

と思わ れ る 。 そ の 際に ，方法論や 理論枠組み の確認 ととも に ，取 り組 もうと して い る ごみ 問題

と は何か を確認す る こ とが ，実 りある研 究成果獲得 の た め に も必要 と され る で あ ろ う。
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注

（1） な お ，本 稿 に お い て は 「廃棄物 1 を 「ご み 」 と同義で 使 っ て い る 。 廃棄物処埋 法で は
一
般廃棄物 と産業

　廃棄物 に 二 分 され， ．一
般廃棄物 は市町村が ，産業廃棄物 は 排出事業者が そ れ ぞ れ 処 埋 責 任義務 を負 っ て い

　る 。 同法で は
， 産業廃棄物 と して 事業 活 動 に と もな っ て 生 じた 廃 棄物 の うち，燃 え が ら，汚泥な ど19種 が

　規 定 され て お り，そ れ 以 外 の 廃 棄 物 が一般 廃 棄 物 と規 定 され て い る tt な お，こ の 二 分類の 妥当性 を疑問視

　す る 見解 もあ る （馬場，1981 ；四 阿，1989 ；儀野，1990 など）。

（2） こ れ以前の ごみ 問 題の 状況 につ い て は 溝入 （1988），柴 田 （］979｝を参照 さ れ た い
。

（3）そ の 後 の ア メ リカ に お け る 有害廃棄物対策 と問題 点に つ い て は，柏 田 （1986 ，1990 ），フ ィ
ー

ル ド （1989 ），

　吉田 臼992） な ど を参照 され た い 。

（4｝紛争 の 事例 に つ い て は，例 え ば 吉村 （19S4），森島 （1982），成 （1998＞，土 屋 （］999） な ど を参照 さ れ

　 た い 。

（5）嗣外 の 越境処理 事例 に つ い て は ，モ ン タ ナ
ー

リ （1989），植 田 （1991｝，寺 西 （1992） な ど を参照 さ れ

　た い 。また ，国際河 川 か らの 廃棄物の 流 入 に よ っ て ，地 中海に 汕汚染が生 じて い る とす る 報告 もある 〔塚

　谷，　198艮　：53）っ

（6） 日本国 内の 事例紹介 と して は ，広島市 （本 田，198D ，相 模 原 1「i （近 藤，1981），口黒 区 〔桑原，1991），

　東 京 都 〔藤 村 ，1ggD ，沼 津 市 （井 手 ，1991），兵庫県 （春 風 1997） な どが 挙げ られ る 。 海外 の 事例 と

　して は，韓国
・

タ イ ・
フ ィ リ ピ ン の 首都 の 清掃 ウ業 （孫，1989 ），韓国 の ご み 有料化 政 策 （成，1997 ） な

　 どが 挙げ られ る n

（7〕 生 産過程 の 問題 は 資本 主 義 的経 済 シ ス テ ム の 問 題 と して す で に 寄 本 に よっ て 1970年代初 頭 に 指摘 さ れ て

　は い る 。

一
部 の 企 業 を除けば，「企 業利益 と企 業成長本位 の 盾動 を続けて い 」 た の で ある （寄本，1972 ：

　90）。

（8）公的支援 に よ っ て リサ イクル シ ス テ ム 全体 と して は赤 字 とな らな い よ うに す る 方策 。

（9）デ ポ ジ ッ ト制度 は，使 い 捨 て 容器 を減 らす た め の 丿∫策 と して ，販売時 に 預 か り金 を．．ヒ乗せ し，容器返還

　時に 預か り全 を返 金 す る もの で ある。ア メ リ カ に お け る 実 践 例 と 閲 題 点 を華 山 〔1981），橋本 （1993）が

　紹介 して い る、，また ，改良型 デ ポ ジ ッ ト方 式 とは ．「デ ポ ジ ッ トの 対象 と な っ て い る 特定 の 飲 料容器 な ど

　を大 販 売店 等 の 回収拠 点 まで 持参 す れ ば預 り金 が返却 され る が ，分別収集 に 出 され る 容器 に つ い て は 返 却

　さ れ ず，自治体 の 分別収集 な どの リ サ イ ク ル 事業費に 充当 さ れ る 1 もの の こ とで あ る （寄 本，1994 ：13）。

〔且0）中野 （2000a），中 野 12〔〕OOb， も参照 の こ と。

〔11）受益 圏
・
受苦圏論 を 用い た 分析 と して は，園部 〔1981）が ある 。 また，本文で は 言及 して い ない が

，

　祉会運 動論 の 文脈 で ，船橋
・
船橋 （1976 ）は 「東京ご み 戦 争」 の 解 決 過 程 を 「対 抗的 分 業」論 に よ っ て 説

　明 して い る。
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